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研究成果の概要（和文）：認知症のある人が豊かに保持している生活行動の習慣や技法を発揮して日常生活を送
るためには、周りの人々によるそれらを引き出すコミュニケーションが必要である。 本研究は、地域住民を対
象とした「認知症の人の生活行動を引き出すコミュニケーション教育プログラム」を作成し、地域住民にヒアリ
ングを実施した。
その結果、「イラストの説明がわかりやすい」「自分が誘ったり、提案したりする言葉かけをすることで、その
人が保持している力が引き出せることが理解できた。できるかどうかわからないがやってみようと思う」などの
回答が得られた。本教育プログラムは、教育目的の達成が可能なプログラムであることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In order for people with dementia to use their habits and techniques 
abundantly in their daily lives, it is necessary for the people around them to communicate with each
 other to elicit them. In this study, we created a "communication education program that promotes 
the daily life of people with dementia" and interviewed some local residents.　
The results are as follows :”The explanation of the illustration is easy to understand”” I 
understand that by saying words to invite orsuggest to that person with dementia , I can elicit the 
lifestyle and habits that people with dementia have. I don't know if I can, but I'll try”.  These 
resalts indicate that the purpose of this educational program would be transmitted to local 
residents.

研究分野：老年看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本教育プログラムは、エスノメソドロジー研究により「実践されているがこれまでに実証されることがほとんど
なかった認知症の人の生活行動を引き出すコミュニケーションに内在するメカニズム(例えば、日常会話の常識
的なルールの活用など)」を明らかにした教材を用いた点に、地域住民にもわかりやすいという特徴がある。
本教育プログラムの活用により、地域住民が認知症の人が豊かに保持している力の理解を深める効果も期待され
る。このような理解に基づいたコミュニケーションができる地域住民が増えることによって、認知症の人が自分
らしく暮らし続けることのできる社会の実現を目指すための環境を醸成する一助になると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
1. 研究開始当初の背景 

(1) 認知症のある人(以下、認知症の人)がその人らしく生活するための重要な要素の一つは、本

人が身につけている生活行動を発揮して日常生活ができることである。なぜならば、認知症にな

っても豊かに保持されている生活行動の細部にわたる技法や習慣にはその人らしさが反映され

ているからである。しかし、認知症の人は、認知機能障害によって、本来保持されている生活行

動を自ら実行できないという課題を抱えている。したがって、認知症の人が保持している生活行

動を引き出すケアが重要となる。このケアは認知機能障害へのアプローチが主であり、認知症の

人と関わる人々による言語的・非言語的コミュニケーションによって行われるため、彼らのコミ

ュニケーションスキルの向上が求められる。しかし、これまでの国内外の認知症の人とのコミュ

ニケーションに関する研究はコミュニケーション全般に焦点を当てており、生活行動を引き出

すコミュニケーションに焦点をあてた研究は、申請者らの先行研究(小山ら,2015;2016）のほか

に報告されていない。そこで、申請者らは、認知症の人が保持している生活行動を発揮して日常

生活を過ごすことを支えていくために、ケア提供者を対象とした「認知症高齢者の生活行動を引

き出すコミュニケーションスキル教育プログラム」の開発に取り組んできた。教育プログラムの

教材となる認知症高齢者の生活行動を引き出すコミュニケーションの具体的行為とその根拠を

エスノメソロドジー的相互行為分析により明らかにし、その教材を使った教育プログラムを作

成した。 

 

(2)申請者は、(1)で作成した教育プログラムの一部を活用して、本務の高大連携事業において高

校 2年生を対象に演習を行った。結果、参加者から自分達にも認知症高齢者にも共通する日常会

話のルールがあるということ、それを活用することが納得できたという反応が得られた。つまり、

日常会話のルールの活用であるため、専門家でなくてもわかりやすく、一般的な認知症ケア教育

でなく、具体的なコミュニケーション教育に特化したプログラムにできる可能性があることが

示唆された。 

  近年、様々な地域で地域包括ケアシステム構築に向けて共助のための事業が推進されている。

本研究において地域住民を対象とした『認知症の人の生活行動を引き出すコミュニケーション

教育プログラム』が作成でき、活用できれば、地域住民が認知症の人が豊かに保持している力の

理解を深める効果も期待される。このような理解に基づいたコミュニケーションができる地域

住民が増えることによって、わが国の認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）の基本的考

え方「認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れたよい環境で自分らしく暮らし続ける

ことのできる社会の実現を目指す」にある「よい環境」を醸成する一助になると考える。 

 
2. 研究の目的 

(1) 申請者らが、ケア提供者を対象として作成した｢認知症高齢者の生活行動を引き出すコミュ

ニケーションスキル教育プログラム」を基にして、地域住民を対象とした『認知症の人の生活行

動を引き出すコミュニケーション教育プログラム』試案を作成する。 

 

(2) （１）で作成した試案を地域住民に実施、評価して、本教育プログラムを完成させる。合わ

せて、広く活用できるように 本教育プログラムの実施マニュアルを作成する。 

 
3．研究の方法 

(1) 地域住民を対象とした『認知症の人の生活行動を引き出すコミュニケーション教育プログ

ラム』試案の作成。   



①文献調査・実践事例調査 

②ヒアリング 

研究協力者にケア提供者を対象として開発した｢認知症高齢者の生活行動を引き出すコミュニ

ケーションスキル教育プログラム」のうち、1回目のプログラム内容（ただし、事例検討説明部

分を除く）を受講して頂く。受講後に、理解可能な部分と、理解が難しい部分等を聴取する。 

③教材開発 

 本教育プログラムの教材となりうる「生活行動を引き出すコミュニケーションスキル」につい 

ての知見を得る。また、視聴覚教材等の検討を行う。 

 

(2)(1)を踏まえて、本研究メンバー全員で協議して、地域住民を対象とした『認知症の人の 

生活行動を引き出すコミュニケーション教育プログラム』試案を作成する。なお、作成にあたっ

ては、教育学者および地域住民を対象とした教育活動実践者のアドバイスを受ける。 

 

(3)(2)で作成した教育プログラム試案について、地域住民を対象に実施、評価し、『認知症の人

の生活行動を引き出すコミュニケーション教育プログラム』を完成させる。また、広く活用する

ことを可能にするために、実施マニュアルを作成する。 

 
4．研究成果 

(1) 地域住民を対象とした『認知症の人の生活行動を引き出すコミュニケーション教育プログ

ラム』試案について 

地域住民を対象とした認知症高齢者とのコミュニケーション教育プログラム試案を作成する

ため、先行研究を検討した。家族介護者（桐明・他,2016）やケア提供者（Mariska,M.,et al,2017）

を対象とした認知症ケアに関する教育プログラムは数件みられたが、生活行動や地域住民に焦

点を当てた研究はみられなかった。 

視聴覚教材の検討のために、ＤＶＤ「認知症の人の体験世界を感じてみよう」（シルバーチャ

ンネル）の一部で、認知症の人と介護者とのコミュニケーション場面を、ボランテイア団体に視

聴して頂き、わかりやすさなどについてのヒアリングを行った。結果、具体的な場面とそれに対

する認知症高齢者役の人の感想や専門家の解説が加わっており分かりやすかったという評価で

あった。さらに、『VR 認知症体験会』を実施し、前述した DVD に変えられるものではないこと

を確認した。 

 また、プログラムに用いる事例教材の精選のため生活行動を引き出すコミュニケーションス

キルに関する学会発表（Koyama,S.,et al,2019）、教育プログラム構成の検討のためケア提供を

対象に実施した教育プログラムの評価について学会発表（小山・他,2019）を行った。以上の結

果より、表１に示す教育プログラム試案を作成した。 

 

(2) 作成した試案の実施・評価 

 表 1に示した教育プログラム試案を、申請者が教育活動をとおして関与しているボランテイ

ア団体に協力して頂き、3月に実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から中止とした。代わりに、その団体のメンバー数人にプログラムの概要と教材とする

DVD、事例を含むスライド資料を提示して、ヒアリングを行った。結果、「DVD が本教育をうけ

る動機付けになる」「スライドのイラスト付き事例による説明がわかりやすい」「認知症になっ

てもそれまで培ってきた生活の習慣などは残っているとわかった」「自分が誘ったり、依頼し

たりする言葉かけでその人が持っている生活行動を引き出せるかもしれない。できるかどうか



わからないがやってみようと思う」などの意見が聞かれた。本教育プログラムの目的が伝わる

ことが示唆された。 

 今後は、地域住民を対象に本教育プログラムを実施し、評価して、プログラムを完成させる

とともに、広く活用できるよう実施マニュアルを作成していきたい。 

 

           表 1   教育プログラム試案       

形態 内容 時間 

講義 

＆ 

演習 

 1  認知症の人とのコミュニケーションの基本 

     ・コミュニケーション場面の DVD を用いて動機づけ 

   ・認知症の人を理解する視点とコミュニケーションのコツ（事例提示） 

 2  認知症の人の不安や困惑を低減するコミュニケーションの実際（事例提示） 

   ・認知機能障害を有する人の不安や困惑を少なくするコミュニケーション 

   ・認知機能障害を有し易怒性が亢進しはじめる高齢者とのコミュニケーション 

                           休憩  

3  認知症の人の生活行動を引き出すコミュニケーションの実際（事例提示） 

   ・認知症の人の生活行動を引き出す意義 

   ・認知症の人の生活行動を引き出すコミュニケーション 

4  質疑・応答 

30 分 

 

 

30 分 

 

 

30 分 

 

 

15 分 
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